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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第112期
第１四半期
連結累計期間

第113期
第１四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自 平成24年12月１日
至 平成25年２月28日

自 平成25年12月１日
至 平成26年２月28日

自 平成24年12月１日
至 平成25年11月30日

売上高 (百万円) 1,411 1,552 6,213

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △9 18 3

四半期(当期)純利益 (百万円) 3 11 4

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 13 9 21

純資産額 (百万円) 1,518 1,535 1,525

総資産額 (百万円) 6,059 5,833 5,876

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 0.29 0.90 0.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.1 26.3 26.0
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1)業績の状況　

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、米国経済において緩やかな景気

回復が継続し、中国をはじめとするアジア経済は今後の拡大が期待されるものの、その先行きについては不

透明な状況が継続しています。

日本国内においては、昨年秋以降、国内の自動車生産販売台数が前年同期比増加に転じたことから、当社

の関係する自動車タイヤ・ゴム工業用品の月別生産量においても前年同期比増加に転じました。

しかしながら国内においては本年４月以降の消費税増税の反動影響が想定されるなど、当社を取り巻く環

境は依然として厳しい状況が継続しております。最近ではナフサを中心とする石油関連製品の価格上昇によ

り原材料価格が高騰するとともに、市場での競争は厳しさを増しており、企業収益の圧迫要因となっていま

す。

このような状況の下、当社グループにおきましては、国内の需要回復に対応した生産体制を整えるととも

に、原材料調達先の開拓や原材料のコストダウンを行いました。販売においては、主力のゴム薬品・機能性

化学品に注力した販売活動を行い、輸出における受注を積極的に獲得するとともに、新製品戦略の展開を行

いました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は１５億５２百万円（前年同期比１０．０％増）、営業利

益は２０百万円（前年同期は３百万円の営業損失）、経常利益は１８百万円（前年同期は９百万円の経常損

失）、四半期純利益は１１百万円（前年同期比２１０．２％増）となりました。

 

（部門別の概況）

　

＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野は、主要顧客であるタイヤ・自動車用ゴム部品・合成ゴムユーザーが昨年後半に回復に転

じたことと、特殊ゴム薬品について拡販を進めたことから、売上を伸ばしました。

輸出につきましては、為替が円安で継続したことや、中国をはじめとする東南アジアにおいて経済活動が

拡大傾向となったことから、主力品を中心に拡販に努め、売上を伸ばしました。

この結果、この部門合計の売上高は１０億３５百万円（前年同期比１２．４％増）となりました。

 
＜樹脂薬品＞
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樹脂薬品の分野は、主要需要先の国内外のアクリル酸・アクリル酸エステル・ＡＢＳ樹脂・ＭＭＡ等の需

要市況が回復傾向であることと合わせ国内アクリル酸生産の復調により、一部品目の受注増減がありました

が、この部門全体では売上を伸ばしました。

この結果、この部門合計の売上高は２億５百万円（前年同期比２１．４％増）となりました。

 

＜中間体＞

界面活性剤中間体は顧客の生産が堅調に推移したことから売上を伸ばしましたが、染顔料中間体は品目に

よって増減があり前年同期並みの売上となりました。　農薬中間体は一部品目の受注増減がありましたが、

主要品目で競争が激化したことから全体として売上が減少しました。　医薬中間体機能性化学品は一部品目

の販売増加があったものの、主品目で顧客の需要が減少したことから受注が伸びず売上が減少しました。

　この結果、この部門合計の売上高は１億１８百万円（前年同期比１３．３％減）となりました。

　

＜その他＞

環境用薬剤は製品の統合があったものの、受注の確保に注力し、売上を伸ばしました。　潤滑油向け薬品

は競争の激化により一部品目で売上が減少しましたが、自動車関連産業の回復により、全体として売上を伸

ばしました。　新規用途向け薬品は、品目により増減がありましたが、主品目で受注減となったことから売

上が減少しました。

この結果、この部門合計の売上高は１億９３百万円（前年同期比４．９％増）となりました。

 
(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産につきましては５８億３３百万円となり、前連結会計年度末に

比べ４３百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預金が３９百万円、受取手形及び売掛金が１億５

９百万円、有形固定資産が６７百万円減少したことに対し、たな卸資産が２億２９百万円増加したことによ

ります。

負債につきましては４２億９７百万円となり、前連結会計年度末に比べ５２百万円減少いたしました。こ

れは主に、支払手形及び買掛金が６０百万円増加したことに対し、未払金が６４百万円、流動負債その他の

未払費用が９０百万円減少したことによります。

純資産につきましては１５億３５百万円となり、前連結会計年度末に比べ９百万円増加いたしました。こ

れは主に、利益剰余金が１１百万円増加したことによります。　

 
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 
(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は51,577千円（前年同四半期は46,653千円）でありま

す。なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年４月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,200,000 12,200,000
東京証券取引所　
(市場第二部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 12,200,000 12,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成25年12月１日～
平成26年２月28日

－ 12,200,000 － 610,000 － 58,437
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め　、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年11月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　　17,000

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　12,151,000 12,151 同上

単元未満株式 普通株式　　　32,000 ― 同上

発行済株式総数 12,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,151 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式915株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成25年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
川口化学工業株式会社

東京都千代田区内神田２
丁目８番４号

17,000 ― 17,000 0.14

計 ― 17,000 ― 17,000 0.14
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年12月１

日から平成26年２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年12月１日から平成26年２月28日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士　小林義典、同　落合智治両氏により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 500,062 460,887

受取手形及び売掛金 2,147,450 1,988,183

商品及び製品 693,901 766,841

仕掛品 175,224 243,191

原材料及び貯蔵品 236,340 325,212

その他 18,352 20,442

貸倒引当金 △2,149 △1,988

流動資産合計 3,769,182 3,802,770

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 967,373 917,086

その他（純額） 838,367 820,726

有形固定資産合計 1,805,740 1,737,813

無形固定資産

その他 8,070 7,578

無形固定資産合計 8,070 7,578

投資その他の資産

その他 295,042 286,806

貸倒引当金 △1,213 △1,213

投資その他の資産合計 293,829 285,593

固定資産合計 2,107,640 2,030,984

資産合計 5,876,823 5,833,754

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,082,192 1,142,397

短期借入金 1,070,000 1,170,000

1年内返済予定の長期借入金 119,572 119,572

未払金 206,437 142,277

未払法人税等 3,208 2,965

未払消費税等 29,849 8,682

賞与引当金 － 39,726

その他 158,006 24,128

流動負債合計 2,669,267 2,649,749

固定負債

長期借入金 1,089,124 1,064,230

退職給付引当金 369,144 365,925

役員退職慰労引当金 66,628 64,084

その他 156,778 154,002

固定負債合計 1,681,674 1,648,242

負債合計 4,350,942 4,297,991
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 610,000 610,000

資本剰余金 58,437 58,437

利益剰余金 845,844 856,868

自己株式 △7,087 △7,087

株主資本合計 1,507,194 1,518,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,672 7,511

為替換算調整勘定 10,014 10,033

その他の包括利益累計額合計 18,686 17,544

純資産合計 1,525,881 1,535,763

負債純資産合計 5,876,823 5,833,754
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年２月28日)

売上高 1,411,209 1,552,363

売上原価 1,202,429 1,309,478

売上総利益 208,780 242,885

販売費及び一般管理費 212,688 222,178

営業利益又は営業損失（△） △3,908 20,706

営業外収益

受取利息 33 35

受取配当金 359 370

不動産賃貸料 2,065 2,254

貸倒引当金戻入額 258 161

その他 862 855

営業外収益合計 3,578 3,677

営業外費用

支払利息 5,262 4,951

社債利息 1,149 －

その他 2,425 944

営業外費用合計 8,836 5,896

経常利益又は経常損失（△） △9,166 18,488

特別利益

特別利益合計 － －

特別損失

特別損失合計 － －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△9,166 18,488

法人税、住民税及び事業税 4,500 1,250

法人税等調整額 △17,220 6,214

法人税等合計 △12,720 7,464

少数株主損益調整前四半期純利益 3,553 11,023

四半期純利益 3,553 11,023
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,553 11,023

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,918 △1,160

為替換算調整勘定 4,189 19

その他の包括利益合計 10,108 △1,141

四半期包括利益 13,661 9,881

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,661 9,881

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成25年12月１日 至 平成26年２月28日)

　　該当事項はありません。

 
 

 

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成25年12月１日 至 平成26年２月28日)

　該当事項はありません。

 
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日 至 平成26年２月28日)

該当事項はありません。

 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

　　　　　　　　
　前第１四半期連結累計期間　　　　　

（自　平成24年12月１日
　　至　平成25年２月28日）

当第１四半期連結累計期間　　　　　　　　
（自　平成25年12月１日
　　至　平成26年２月28日）

減価償却費 86,085千円 82,278千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年２月28日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月26日
定時株主総会

普通株式 36,550 3.0 平成24年11月30日 平成25年２月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年２月28日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループにおいては、有機化学工業薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年２月28日)

　　１株当たり四半期純利益金額 0円29銭 0円90銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 3,553 11,023

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 3,553 11,023

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,183,040 12,182,085
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載してお

りません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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小林義典公認会計士事務所

公認会計士  　　小　　林　　義　　典 　　　 印

落合公認会計士事務所

公認会計士  　　落　　合　　智　　治　　　　 印

独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成26年４月11日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

 

 

 

 

 
 

 

 

 
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化
学工業株式会社の平成25年12月１日から平成26年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年12月１日から平成26年２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年12月１日から平成26
年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 
監査人の責任
私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの
基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥
当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社及び連結子会社の平成26
年２月28日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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